
 

 

 

 

 

 

 

 二見北小学校のホームページで地域の中で子どもたちが若い力やベテランの力に触れる取組紹

介を見つけました。今年度から二見北小のホームページでは、二見北校区まちづくり協議会さん

が開催されている「こどもカフェ」など、地域の中での学びの場の様子が紹介されるようになっ

ています。 

 二見北小 HPより 

 

 

 

 

 

 

 

 「こどもカフェ」という放課後のコミュニティセンターでの活動ですが、これも子どもにとっ

て大切な場なんだと考えます。「全員が一斉に同じことを」といった学びの場ではありません

が、学校だけでなく、いろいろなところで、いろいろな人に触れることによって、目にはみえな
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4月 18日（火）、今年度初のこどもカフェが開店しました。

「二見北こどもカフェ」は 2018年 6月に開設され、コロナ禍に

おいても感染対策をしっかりとりながら、放課後の子ども達の

居場所として開催され続けてきました。放課後に二見北小コミ

センで、１０名あまりのボランティアスタッフの方々が子ども

達と一緒に、時にはゲストティーチャーを招いたり、SDGｓパー 

トナーシップの一環として取り組んだり、多種多様な取り組みをされてきました。ジュースや

お菓子などもいただけることもあり、毎回、募集後はあっという間に４０名の定員に達し、子

どもたちに大人気の催しとなっています。 

 今回のメインは、新聞紙を使った「かぶとの折り紙」でした。モチーフの兜は、もうすぐ端

午の節句ということもありますが、最近では、メジャーリーガーの大谷選手の提案によるホー

ムランパフォーマンスとしても有名になっています。今回は、新聞紙を折るだけではなく、飾

りも付けようという試みで、お手本には本校の校章が形取られていました。県立明石西校ボラ

ンティア部の生徒さんの助けもあり、どの子も集中して工作を楽しみ、満足気な表情で出来映

えを見ていました。 

「こどもカフェ」は毎月 1回の開催が予定されており、子ども達は、次回の開催を今からとて

も楽しみにしているようでした。 5月 16日（火）、今年度第 2回目のこどもカフェが開店しまし

た。今回は、「明石野々池マジッククラブ」から４名の皆様が

来られ、見事なマジックを披露されていました。 

              来られた方はどなたも高齢の方でしたが、軽快な手さばきで子

ども達やこどもカフェスタッフを驚かせ、参加者一同をマジッ

クの世界に引き込んでいました。 



い様々なことを学んでいきます。授業だけでなく、こうした学

校外での学びも個々の成長につながっていきます。これまで

は、学校、学校外と見えない壁があったような気がします。子

どもの成長にとってそんな壁など関係なく、同じ学びの場、成

長の場として考えていく必要があるのではと思います。高校生

のお兄ちゃん、お姉ちゃんの姿から、おじいちゃんやおばあち

ゃんがマジックで楽しむ姿から、子どもたちはいろいろ吸収し

ていくものがあると考えています。そうした積み重ねが、個々

の非認知スキルの成長につながっていくのだと考えます。 

 明石市内の小学校区コミセンでは放課後の子どもの居場所と

して夢文庫や学習サポート等を開かれている校区もたくさんあ

ります。また、全小学校区で子ども食堂が実施されています。

そうした場に子どもたちは参加することで、地域の方の姿から

個々が様々なことを吸収していきます。それだけでなく、こうした今回の「明石野々池マジック

クラブ」さんも含め、各中学校コミセンや高齢者大学あかねが丘学園等で学び、活動されている

方と触れることでも、また、日頃のスクールガードさんたちの姿からも、個々いろいろなことを

吸収していると考えます。みんなが同じことではありません、程度にも差があります、ただ、子

どもたちは多様な人と触れる中で、様々なことを吸収していきます。個々のそうした吸収したも

のを引き出しつなげていくかといったところに目を向けていくことが求められているのだと考え

ています。 

 地域の中で、子どもたちはたくさん「ありがとう」と言いながら、いつの間にか「ありがと

う」と言ってもらえるようになっていくのが成長なんだろうなと思います。 

 そんな学校の様子を地域に発信されているのがまちづくり協議会さんの公式 LINEです。また中

学校コミセンの公式 LINEは高齢者の学びのようすを配信されています。そんな公式 LINEの中か

ら最近届いたのがこの林小学校区まちづくり協議会さんの LINEです。 

この LINEからは、地域みんなで子どもたちの成長に関わっていこうという地域の想いが伝わって

きます。子どもだけでなく、人が育つ地域づくりが進んでいるんですね。 （文責：北本） 

こんにちは！林校区まちづくり協議会 広報部会です。 

先週、林小学校では、オープンスクールが実施されました。４年ぶりに制約のない、従来通り

のオープンスクールということで、朝から多くの保護者、地域の方々が学校に集まりました。 

また、自然学校・修学旅行説明会、引き渡し訓練も併せて開催されました。爽やかなお天気の

下、グラウンド、体育館、各教室から、林っ子たちの元気いっぱいの声が聞こえてきました。 

ちょっぴり緊張した表情、たくさんの方に頑張りを見てもらって嬉しそうな表情、照れくさそ

うな表情、子どもたちの色んな表情や、お友達、先生との関わりを見ることができました。 

同日、学校運営協議会、創立 150年記念実行委員会の方々にも、子どもたちの様子、学校の様

子を見ていただきました。 

今年度、創立 150年を迎える林小学校。横断幕には「自分の方から笑顔であいさつ」というメ

ッセージが掲げられています。 

爽やかな笑顔と元気なあいさつを大切に、子どもたち、保護者、地域の方々、みんなで創立 150

年を盛り上げていきたいですね。 

3 年まちたんけんの報告 
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